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第46回ゴミパイプライン協議会 議事録 

会議名 ：ゴミパイプライン協議会 

開催日時 ：2024年11月9日（土） 10：00～12：00 

場所 ：芦屋市環境処理センター会議室 

参加者 

利用者の会より 

市より 

共同企業体より

傍聴者 

：山口委員長、友田副委員長、春木委員、浅田

委員、大田委員、三浦委員 

：大上部長、尾川主幹、荒木係長（司会進行）、

林主査 

：【ＴＭＥＳ株式会社】金澤課長、花岡リーダー 

：1名 

司会 それでは、第46回ゴミパイプライン協議会を始めさ

せていただきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

利用者の会 そしたら、本日の議題の前に、今、お手元にお渡しし

した高島市長からの私ども「ごみ収集パイプライン利用

者の会」へ宛てての御意見、メッセージですね。この経

緯とお話をさせていただきます。約５分間ぐらいお時

間いただきたく思います。 

これはですね、今お渡ししたのは一月前ぐらいに協議

会を半年ぶりに行ってますので、ぜひ高島市長の御都

合が合えば御参加して現場の意見を聞いていただい

て、御理解をさらに深めていただけたらいいなと思う

趣旨で参りました。 

もちろんアポイントなしで直接市長に会えるわけでも

なし、秘書広報課のほうにお邪魔しまして、そこへ持っ

ていったのが今ちょっとそちらの芦屋市さんのほうに

は渡してますけど、この私どもが作っている、これは昨

年度の「ごみ収集パイプライン利用者の会引継書」、こ

れが令和５年度と、それからもう１冊、６年度ですね。ご

めんなさい、６年度と、これ、この年度２つを持ってい

って説明に上がりました。 

書いてある内容をそもそも、基本的には一緒でござ

いますけれども、それを親切に受けていただいたのが
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井原さんという方で、女性の方で非常に優秀な方だと

思います。約３0分、突然の訪問にもかかわらず、市長

さんが来れない場合は、御予定をすぐ調べていただい

て、ちょっと無理ですということで、そしたら私どもの

会はこういう会ですということで御説明して、この私が

説明したことを井原さん、そのまま高島市長に御説明

願いたいということでお願いして市長に説明していた

だいて、その結果が今お手元にお渡しした市長の御見

解でございます。 

一応、私どもが井原さん、私が井原さんにお話しした

のは、この私どもの引継書、年々トータル３5の団体が

ございます。パイプラインの御担当は年々替わります。

ということでパイプライン、私どもの活動もなかなかう

まくいってない。引継ぎされてないということで、山口

委員長を初め、３年前か２年前ぐらいにこういうのを

やっぱり作らないかんねと。 

これ１冊あれば、次の理事から理事の引継ぎもできる

ねということでこういうのを作りましたということで説

明していきました。ざくっと５年と６年という形で説明

させていただいて、一番私が力を込めたのは、１ページ

目を開けてもうたら、私どもの会の基本理念というの

がございます。基本理念、これは毎年載せてますので、

そこにも、お手元にもあると思いますけれども、要する

に、行政だけではなくて市民も参加して一緒に協議を

していきましょうというのが基本理念でございます。そ

れを説明させていただきました。 

それ以降、会の会則であるとか団体数、３5団体です

よとか、その組織の大きさ、それからいかにしてこの伝

達ですか、我々の情報、今、パイプラインの状況は連絡

するか、平時のときはいいです、故障のときですよね。

そういう形でのＥメールでの連絡方法とか、そういうの

を説明させていただきました。 

ということで、もちろん、このパイプラインも市条例で

運用年数が規定されているのも秘書の方も御存じで

したので、ということで、あと費用関係であるとか、そ

ういう形で説明をさせていただいて、このレターを頂

きました。 
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一番、これを読んでいただければ、高島市長も昨年の

４月に市長になられて１年半、御理解はどうなのかなと

いうことで、パイプラインに対してのコメントは、なかな

か私もオーバーラップしてるかも分からないけど、あま

り聞かないでということで、そういうことでせっかくい

い機会ということで、これで完璧に高島市長の御理解

が深まったなと、このレターで理解しました。早速井原

様には、このレターを頂いたときには御礼をぜひ高島

市長にもお伝えくださいというメールを連絡しました。

このレターは私ども、まだ今日が初めてです。今まで

は総務会のメンバーしか回しておりません。でも、今

日、芦屋市さんとＴＭＥＳさんにも見ていただいて、い

いことですから、毎月１回、私どもごみ収集パイプライ

ン利用者の会をやっておりますので、12月、今度は

26日ですね。12月26日に皆さん、集まってきた、そ

れぞれの自治会の御代表の方にお話ししようかなと。

御欠席の場合は全部いつものとおり投函させていた

だこうかなというふうに思っております。 

そういうことで私ども、これも作ったのも時代ととも

に私どもが山口委員長を中心としてこういう会を作っ

たのも、時代とともにそれぞれこちらも年を取ってき

ますし、経験も踏んでいきますし、だんだん変わってく

るのかなという、漠然とね。具体的なポイントはないん

ですけど、だんだん変わってきてるなという気はします

けど、一応メンバーはこのメンバーで若手が欲しいな

というのが実感でございます。ざくっと申しまして、そ

ういうことでございます。ありがとうございました。 

市 ありがとうございました。市長については、パイプライ

ンのトラブルがあったときとか工事の関係の報告して

いますので、もちろんパイプライン利用者の会の方と

か、その活動については御存じですので、確かにちょっ

とＳＮＳ等でのなかなかそういう発信はないかもしれま

せんけど、活動については全部知っておられます。それ

だけは言っておきたいと思います。 

利用者の会 はい。 

市 すみません、私のほうからも。私、部長させていただ

いていますので、ひとえにそういう御心配や御不安と
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いうのも私の力不足もあったと思いますけれども、今、

課長が申し上げましたように、これはもう市長が誰に

なろうと、市のしっかりと業務の責任において、しっか

りと条例制定のときに皆さんに御理解、御協力、御迷

惑をかけたことを含めましてね、しっかりとやっていく

ということですので、当然市長の考えに寄らず、当然し

っかりと業務の一環として努めさせていただきたいと

いうのが根底にあるということは改めましてというこ

とと、当然ここでも御報告しています、 

今、進めております、協議を進めております神戸市と

の、例えば施設の共同処理みたいな話におきましても

ね。御報告してますように、当然パイプラインの利用、

運用についても影響するものではないということもし

っかり前提として進めているところですので、市長から

も引き続きよろしくお願いしますということで、今日お

顔を出せないことは本当に心苦しいということも聞い

ておりますので、また、そういう機会があると思います

ので、引き続きよろしくお願いいたします、私のほうか

らも。 

利用者の会 ありがとうございます。 

司会 それでは、目次に沿って進めさせていただきたいと

思います。１、パイプラインの運転方法等について、資

料１の１のほうからお願いいたします。説明をＴＭＥＳさ

ん、よろしくお願いいたします。 

ＴＭＥＳ ＴＭＥＳ、花岡と申します。よろしくお願いします。 

2024年上期運転報告をいたします。資料１の１を御

覧ください。 

こちらはシステム異常巡回時の発見した異常、特にお

問合せで分けております。それでは、お問合せから御説

明させていただきます。 

全体で2７件ありまして、そのうちバケットの開閉不

良が１件、鍵穴開の状態が７件で、電気配線接触不良

が５件と、多いものから挙げさせていただきました。バ

ケットの開閉不良については、昨年度と比較するとか

なり減っております。こちら啓発シールを貼っておりま

すが、利用者様の御協力により件数が減ったと考えて
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おります。 

鍵穴開の状態についてですが、そちらは指すほうの

鍵のほうに突起があるんですが、この突起が劣化して

ない状態になると、閉に戻さなくても抜けてしまうと

いうことで発生していると思います。 

司会 すみません、資料、今、別でお配りしている１ページの

ほうです。 

利用者の会 ああ、そう。 

ＴＭＥＳ この異常が発生したところに関しては啓発シールを

貼っておりまして、昨年度と同じ箇所で発生したとこ

ろは３か所ですので、効果は出ているのかなと考えて

おります。 

電気の配線接触不良については、こちらは経年劣化

によるものですので、交換が必要になったものについ

ては随時交換をしております。 

  続きまして、システム異常について御報告をさせ

ていただきます。全体で5７件となっておりまして、そ

の中でも数が多いのは輸送管への侵入水による影響

で異常が発生したものとなります。こちらは侵入水の

影響が大きな箇所については、輸送管の交換や内貼

補修を実施する予定になっております。現在も工事が

開始されております。 

ブレーカートリップが８件で、こちら全体に付着物が

ついてごみが挟まり、ブレーカーがトリップするという

状況になっておりますが、こちらも侵入水でへどろ等

のごみが水を吸って、へどろ状になったもの等がつい

たりすることによって発生しております。 

続きまして、巡回及び点検について御報告いたしま

す。こちらは14件ですが、そのうちの10件がバッテリ

ー交換になっております。こちらも定期的に交換が必

要になっておりまして、周辺時停電等への対策として

交換をしております。運転報告については以上となり

ます。こちら何かありますでしょうか。はい。 

利用者の会 報告書なんですけども、以前から何町のどの投入口

からが事故いうんですかね、障害が発生してるという

のを見やすいようにまとめて書いていただきたいと。



－6－ 

発生日時じゃなしにね。ということを何遍も申し上げ

てるんですけど。 

ＴＭＥＳ こちら、データでお渡しさせていただいて、そこで町

ごとに出していただきたいです。 

市 データでお渡ししして、それぞれの人によって、例え

ば町ごとに見たい人とか、発生日時ごとに見たいと

か、トラブル事象ごとに見たりとかいろいろありますの

で、ソートできるように。 

利用者の会 うん？ 

市 ソート、並び替えられるようにしていますので、どっち

かと言うと、これは取りあえず報告という形にさせて

もらって、そういう見方を、例えば潮見町だけと言った

ら、町名のところで潮見町を選んだらそれだけ出るよ

うな形ではデータにしていますので、そういう形で見て

もらったほうが。 

利用者の会 こういう資料もね、どちらかと言えば、発生日時が優

先するんじゃなしに、何町でどの投入口でこういう障

害が集中してるよというのが一番大事だと思うんだけ

どね。 

市 そうですね。 

利用者の会 これに関してはですね、データをもらって皆さん方に

は私のほうからメールで送っております。基本的には

送っています。以前もワーキングで話したんですけれど

も、それぞれの説明だったり見方が違うんですよ。 

だから人によっては町別に自分のところはどんな問

題が起きてるかを知りたいという方もおりますし、僕

だったら、具体的に、じゃあ、どんなところがどうなの

かというのを見たいと、いろんな人がいるんで。 

利用者の会 どんなところというのは、そのバケットでしょうか。 

利用者の会 エクセルで。 

利用者の会 いや、場所の問題でしょう。 

利用者の会 いや、場所とか、いや、場所だけではなくて、どんな部

品というか、どこがどうなってるという内容を見たい

人もいるわけですよ。だから、あくまでもこれは基本ベ

ースでこういうふうになってますけど、あとは皆さん方
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のエクセルで、上に三角形がついてますので、それを押

すと全部町名とか全部出てきますので、それで分析を

してくださいということを決めたと思うんですよ。 

だから、この場で町別にこれを出すというんじゃなく

て、あくまでもこれは今までどおり基本ベースは印刷し

たらこうですよと。あとはそれぞれのニーズに応じて自

分のほうで分析しましょう。 

市 また、やり方はお教えします。町別にできます。 

利用者の会 いや、お互い話し合う場でね、私が言うてる部分を集

中的に話し合ったほうがスムーズに話ができるん違う

かと思うんですけども、こういうふうにね、発生日時別

にやられるとですね、こういう場所では話がしにくい。

自分が打ち出して、それに基づいてね、こっちのほうで

質問事項、いろいろとつくらないといけないというこ

となのでね。何が一番大事なのかということでもって

資料づくりをしていただきたいなというふうに私は思

います 

利用者の会 これね、ちょっとよろしいか。この形態なら、本来はワ

ーキンググループで話合いするデータではないんです

かね。何かこの場にちょっと。 

市 ワーキングで話し合って、一応こういう、半年分を取

りまとめたのを、この今、協議会で。ワーキングは毎月

やってます。 

利用者の会 いや、だから今おっしゃったね、どこがどうのという

のはね、ワーキングのほうが。 

市 まあ、そうですね。 

利用者の会 合ってるような気がするんですけどね。ここではちょ

っと、あまりそういう細かい話までするような場所では

ないと思うんです。 

利用者の会 だから次回のワーキングで、大田さんがおっしゃった

ように、町別でどうだったとプロジェクターで映して。 

市 上の三角形でというのを、ちょっとこうやったらこう

なるというのをやります。 

利用者の会 だから前回の報告のときだと、報告をまとめたやつ、

全部、説明された、あれで十分やと思うんですよね、今
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回は。 

市 そうですね。 

司会 ほかよろしいですか。春木さん、どうですか。 

利用者の会 これ、システム異常発報、これ見てたら、ブロワの関係

で非常に多いんやけど。 

ＴＭＥＳ そうですね。 

利用者の会 センター、それも浜風町、センター、ブロワ。 

市 それ、ここで起きたのが浜風町ということです。 

ＴＭＥＳ ここの住所が。 

利用者の会 それは分かってるよ。浜風町に住んでるときに起こっ

たというところは。 

市 いえ、じゃない、じゃない。ここのセンターが浜風町に

あるんで。 

利用者の会 そういうことか。 

市 ここで発生したから浜風町。 

利用者の会 そういうことか。これ、ブロワね、ブロワの吸い込み空

気圧というのが、ものすごく多いんやけど。 

ＴＭＥＳ そうですね。 

利用者の会 これ、ほんでブロワね、３台あって、ほんで、そのうち

の１台にとか、そういうことではない？ 

ＴＭＥＳ そうですね。今、並列運転しておりまして、１系を１系

常用、２系を２系常用で運転で、あともう１台予備があ

りまして、定期的にずらして運転しておりますので、３

台あって常時使っているのは２台に。 

利用者の会 ２台ね。 

ＴＭＥＳ はい。 

利用者の会 起こってるのはバラバラ？ 

ＴＭＥＳ そうですね。１系で侵入水。 

利用者の会 １系でも起こってて２系でも起こってる。 

ＴＭＥＳ ２系でも、はい、水が入って、センサーが汚れるとセン

サー異常でシステム異常となります。で、我々が朝に。 

利用者の会 じゃあ、ほとんどそのセンターのブロワというのが、も
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のすごく多いんやけど。 

ＴＭＥＳ そうですね。 

利用者の会 何か説明的な、あれあんの？ 

ＴＭＥＳ ごみが水を吸って重たくなりまして。 

利用者の会 水が漏れ、そこでばっと膨らんで物すごく重たくな

る。 

市 簡単に言うと、ごみが水を含んで、それで重くて通ら

んようなやつがあると、断面積が減るわけじゃないで

すか。 

利用者の会 もちろん。 

市 ということは圧力が上がる。 

利用者の会 うん。 

市 圧力が上がるから、その圧力を検知して異常と。 

利用者の会 ほな原因は、輸送管の穴開き。 

市 穴開きというか、まあ、そうですね、はい。 

利用者の会 その辺がね、ちょっと原因は何やというのをはっきり

しといたほうがええと思う。 

ＴＭＥＳ そうですね。たまにごみの形状によって詰まったりは

することもあります。 

利用者の会 もちろんね、入れてるごみが重たいやつと軽いやつ。 

ＴＭＥＳ そうですね。 

利用者の会 軽いやつは早く行くけど、重たいやつはなかなか行け

へんから。 

ＴＭＥＳ そうですね。 

利用者の会 だんだん詰まっていくという可能性はあると思う。 

ＴＭＥＳ そうです。この間も入っていたのがカーナビが入って

おりましたので、そういったのは途中で止まってしま

う。 

利用者の会 うん。そやからその辺がね、せっかくデータを出しても

うてるんやったら、推定される原因とかね、その辺もち

ょっと明記しといてほしいなと思います。 

ＴＭＥＳ 承知しました。 
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利用者の会 今後のために。 

ＴＭＥＳ はい。 

利用者の会 住民が悪いんやったら、住民にもまた言わないかん

からね。 

ＴＭＥＳ はい。 

利用者の会 こんな重たいやつ入れるから、風速の差によって詰ま

ってあれになったりとかあるというのはね。 

ＴＭＥＳ はい。 

利用者の会 それをちょっとお願いしますわ。あまりにも多いから

ね、ブロワ。ちょっとブロワ心配してたんや、金かかる

な思うて。 

ＴＭＥＳ 衣類等、毛布等が入っておりますと、どうしても水を

吸いやすくなっておりまして、その辺が、はい。 

利用者の会 その辺をね、そやから衣類は資源の対象か何かに出

してくださいとかね、そういうことをまたはっきりし

て。で、利用者の会でもまた言ってもらうとか。 

ＴＭＥＳ はい。 

利用者の会 ぜひ、その辺をちょっとお願いします。せっかくこれ、

物凄い時間かけてまとめてもらってんのやから、今後

に備えてどうかというところをね、中心にちょっとお願

いします。 

ＴＭＥＳ 承知いたしました。 

利用者の会 恐らくですね、後で僕の分析論をお話ししますけれど

も、これは恐らく機械をオペレーションしてる方、ＴＭＥ

Ｓさんの立場からこうですよという話だと思うんです

けど、僕らは僕らで利用者のほうで、じゃあ、それに対

して何かすることがあるのか。啓蒙する必要があるの

かという視点で絶えず考えますんで、もしこの中で利

用者のほうがね、扱い方の問題、さっきおっしゃったよ

うに衣料を入れるなりして、こういう問題が起きてま

すんで、この辺は利用者の会として啓蒙してほしいと

かいう、そういう要望もね、書いていただくと、僕らも

必ず行います。そこはよろしくお願いします。 

ＴＭＥＳ はい。それでは続きまして。 
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利用者の会 システム異常もそうやね。住民起因って二重丸をつけ

てもらってますけど、バケット下にごみ詰まり、この辺

も具体的に詰まってるのを出してもらったんやったら、

どんなやつが詰まってるかみたいなやつ。 

ＴＭＥＳ そうですね、毎回。 

利用者の会 ちょっとでも書いといてもらったら。 

ＴＭＥＳ 写真報告書を出させていただいておりまして、この二

重丸ついてるやつというのは発泡スチロールや。 

利用者の会 そう、それをね、その辺、備考のところへね、備考のと

ころにでもバケット下にごみ詰まり、ごみ、あれになり

ました。今回は発泡スチロールが入ってました。発泡ス

チロールとかね、書いといてもらったら、備考のところ

へ。 

ＴＭＥＳ 承知しました。 

利用者の会 そうしたら、住民にも言えるあれになるから、その辺

ちょっと。 

ＴＭＥＳ はい。一応、今回、二重丸がついてない分に関しまし

ては、下の貯留層の部分で詰まっていたものとなって

おりますので。 

利用者の会 その辺も何か住民に言うことあれば、備考欄にこれ、

これと書いといてもらったら。 

ＴＭＥＳ 続きまして、パイプライン設備管理におけるＴＭＥＳの

目標を御連絡させていただきます。 

１つ目は、安定稼働への貢献としまして、定期点検で

不具合箇所を早期に発見して、異常を未然に防ぐな

ど、安定稼働に貢献していきたいと考えております。 

ＣＯ２排出量の削減としまして、運転方法を変更させ

ていただきましたので、今後も関係各位と連携して社

会貢献に取り組んでいきたいと考えております。その

下にブロワ電気使用量比較をグラフを載せていただき

ました。今回、皆様の御協力をいただきまして、昨年度

に比べると減少している状況となっております。あり

がとうございます。運転報告については以上となりま

す。 

司会 はい、どうぞ、春木さん。 
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利用者の会 基本電力料金って、何かこの間、利用者の会でちょっ

とその関係の質問があったんやけど。 

市 何て？ 

利用者の会 基本料金。 

市 基本料金、ちょっと言えない。 

利用者の会 基本料金とあれと、焼却炉と全部含めた、あれにな

る。 

市 言えないです。 

利用者の会 以前は1,000キロワット。 

市  こっちの今、電力料金はちょっと包括の中なので。 

利用者の会 包括の中やから言えない。 

市 はい。 

利用者の会 包括が終わった時点でまた料金も上がるという可能

性、大いにあるんやね。 

市 そうですね。 

利用者の会 終わったら、はいはい。 

司会 はい。ほか御意見ある方いらっしゃいますか。なけれ

ば、パイプライン施設の稼働状況（2024年度上半

期）、資料１の４をお願いいたします。これは利用者の

会様、お願いいたします。 

司会 （次第の）１の３をお願いします。 

利用者の会 はい。11ページを見ていただくとですね、このさっき

１枚でもらったペラペラの分ですけども、運転報告は３

種類ありまして、システム異常発報と利用者からの問

合せと定期点検と、この３つあるんです。 

けれども、私は絶えず利用者の立場から何かあるか

ということで考えてまして、今回は、システム異常発報

と定期点検は省きまして、利用者からどんな問合せが

あったのか、そこから何か、何ができるかなということ

で考えました。 

11ページはさっきＴＭＥＳさんから説明があったよう

に、全体はどのくらいの件数なのかということで、去年

と比較すると減っております。今年からちょっと増えて

ます。これはたいした問題ではないかと思いまして、次
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のページが、これはさっき大田さんおっしゃったのは、

町別にデータがもらいたいというニーズが１つあるこ

とはそのとおりだと思います。 

私のほうは、何を啓蒙すべきかと、この中から。何が

学べるのかという視点から作ったのが、この12ページ

です。障害状況というのをまず見て、これはドリルダウ

ンという考え方なんですけど、大きなところから捕まえ

ていって、最終的には対策まで持っていく。まず鍵の

問題とバケットの問題とマクリット、３つの問題があり

ますよと、大きく言えば。それで、僕らが問題なのは鍵

とバケットじゃないかということで、どんな件数がある

かと言ったら、鍵問題が15件、バケットが10件、マクリ

ットが２件。どんな状態になったらトラブルなのかとい

うことで、鍵が回らない、鍵が閉まらない、開かない。

その３番もこれは直接利用者には関係ありませんので

省きまして、この25件がどうなのかということを見て

いきました。 

それで、問題はそこに原因と書いてますけども、鍵穴

の開の状態が７件、コインマスター不良が３件、バケット

下にごみ詰まりが１件、あとは１件ずつ貯留層にごみ詰

まり、電気配線不良、鍵穴引っかかり、部品の劣化とい

うのが鍵の原因とあります。バケットに関しては、バケ

ット下にごみ詰まりがある２件、貯留槽に詰まりが２

件、こういうことで。 

で、こういうことを考えると、じゃあ、何が問題なのか

ということで原因を探って、最終的にどんな啓蒙をし

たらいいのかということで、この鍵の件数７件、鍵穴の

開の状態は、これは鍵の交換というか、摩耗していま

すので、２つ方法があると思うんですけど、摩耗をやめ

るか、交換してあげるか、もしくは摩耗したのを最後ま

できちっと。 

それから、バケット下にごみ詰まりがある人は、ごみ

の捨て方ということ。それから、バケットのほうもごみ

の捨て方ということで、私たちが啓蒙すべきは、鍵の

交換をしていだたく。もしくは、最後まで回す。ごみの

捨て方を、これはなかなか今徹底してないですけど、

下に向けて捨てるというのを考えたんですけど、それ
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問題がありまして、下向きは。どうしてもね、生ごみな

んで、下向きにしたらバケットの中にボトボトと汁が落

ちるんですよ。 

だから、やっぱり横がいいかなと今考えているところ

で、ちょっとその辺考えて、ごみの捨て方も啓蒙する必

要があるかということで、今回この問題に絞って啓蒙

をしていかなあかんというのが見えてくると思います。

 以前は、次のページにカラーで15ページに、こうい

うポスターを作って啓蒙はしましたけども、これをきち

っと最後まで閉めるという話と、それから摩耗してい

るのを交換していただく。それから、ごみの捨て方をち

ょっと工夫するということを今後、利用者の会として

やっていこうかなというのが、今回のこの半年間の報

告から見えてきたかなということで分析をしました。 

 これに関しては、利用者の会できちっと報告をし

て、啓蒙活動をしていくというふうに思っております。

これは啓蒙を１回したから、すぐ直るというわけじゃな

くて、これは何度も何度も、あるところは、自治体は

1,000回やらんと直らんと。そこまで、これは永遠に課

題として、気は長くやっていこうかなと。ただ、こうやっ

てデータしていただくとね、減ったかどうかはきちっと

把握できると。 

で、また、利用者の会の皆さんを説得していこうと思

っております。こういうのがＴＭＥＳさんもしていただい

たら、自分たちの視点でそういう分析をしていたら、ま

た解決策が出てくるんじゃないかと思っております。

以上です。何かございましたら。 

司会 ありがとうございます。何か御意見ある方いらっしゃ

いますか。ごみの捨て方もそうなのですけど、分別も今

度また利用者の会様と協力しながら、市長の言葉にも

ありますように、今後循環型社会という形で、よりやっ

ていかないといけないという形なので、引き続き御協

力いただければと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

それでは、次、パイプラインの施設の稼働状況のほう

の報告のほうをお願いいたします。資料１の４、1７ペー

ジをお願いいたします。 
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利用者の会 はい。これは私のほうで、1８ページを開いてくださ

い。2021年からワーキングのほうで稼働率を調べて

ほしいというニーズがありまして、僕のほうで全投入

口、それから日々そうだったのかということでデータを

全部取っております。どの投入口が何月何日止まった

かというデータを全部エクセルでデータ入力しまして、

私たちのホームページにもこれが全部見れるようにな

っております。 

その中で、分析すると切りがないデータなので、大ま

かに４年間の稼働率、2021年、22年、2３、24と４年

間見ていきます。2021年は100が３で、あと８4とい

うのは恐らくこれは水が入ったと思うんですけども、ち

ょっと稼働率が落ちて、あとはまあそこそこかなと。累

積で95％動いていると。 

2022年も同じような状況で、大きな雨が降ったと

きにパイプラインに何かが入って止まったと。あとは工

事ですね、工事で止まったということで、ちょっと24

年が今までと違うのは、24年は６月、７月、８月、９月

とずっと止まっているところが、潮見、緑と高浜８区と

いうことが続いてましたので、８0％台に稼働率が落ち

たということがあってですね。 

私の勝手な見方ですけども、これが５割になるとパイ

プラインの存続問題になるかなと勝手に思っていま

す。それは人によってどうかなということで、まだそこ

まで状態は行ってないですけども、どうもお話をいろ

いろ聞くと、高浜の今回のパイプラインは上から土砂

が入っているということで、今までとは違う壊れ方を

しています。ですから、ちょっと新しい段階に入ったか

なということで、稼働率が８８％に落ちたということと

内容、トラブルの内容の質が変わってきたかなという

ことで、ちょっと注意しなきゃいけない状態かなと今思

っています。 

今回こういう状態で、もし万が一、今後ともほかのと

ころで高浜８区と同じようなトラブルがあった場合に

はどうするのかということを、やはりワーキングを通じ

て検討していかなければならないのかなという気はい

たしております。 
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だから今までは単なる割れ目とか穴から水が入って

て、パイプラインが止まる。もう一つ目は工事で止ま

る。この２つだったんですけど、どうも今年からちょっ

と質が違って、上からこうね、土砂が入ったというのは

新しい段階に私は入ったかなということで、ある意味

で危機感を持ってて、ちょっとこれは注意していかな

ければいけないのかなというのが今回のこの10年間

のデータから見えてくるんじゃないかなというのが私

の結論です。以上です。 

司会 はい、ありがとうございます。ここまでで何か御意見

ある方いらっしゃいますか。 

市 意見じゃないですけど、高浜の８、９の管につきまし

て、ちょっと昨日、山口さんと話しさせていただいて、

それを取り出したときに、一旦ちょっと皆さんが見れる

ような位置に置いとこうかなということを考えていま

す。それを工事期間でもありますので、あまりその場所

には置けないかなと。高浜８、９の方々の土地なので置

けないかなと思いますけども、工事期間中はちょっと

置かせてもらうような、そんな手はずを今整えていま

すので、また整ったら山口さん経由で連絡させていた

だきます。 

利用者の会 要するに現物を住民の方に見ていただいて、どうい

うふうにパイプラインはなっているかというのを写真じ

ゃなくて現物を見るのが一番説得力があると思うんで

すね。 

ですから、工事の中でそれが取り出せたら、ちょっと

場所的にはいろいろあるかもしれんけど置いていただ

いて、私たちの利用者の会で皆さん、見に行ってくだ

さいよと。パイプラインはこんなふうになってますよ

と。今まで土の中にね、入ってたんで、私たちは何回か

ね、そういうのを見て、よく状況は把握してるんですけ

ど、恐らく利用者の方は全然御存じないと思いますの

で、そういうものがあったらみんなで見ていただいて、

本当にパイプラインはこうなのかということで啓蒙の１

つになるかなと思って、市のほうにはお願いしている。

昨日、私も夜、夕方。 

利用者の会 工事現場に行って、管取り出せたの？って言ったら、
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いや、今穴掘っている段階ですって言われまして、もう

ちょっと時間がかかるかなと思っているところです。以

上です。 

司会 はい。ありがとうございます。ほか御意見。 

利用者の会 それを一応取り出して置いておくという、大体イメー

ジ、スケジュール感どのくらいですか。年末というか、

11月のイメージ。 

市 あそこでの工事自体が、後でも説明させてもらう予

定やったのですけど、16日ぐらいまでです。今月の16

日ぐらいまでなので、絶対的にその８区の方がいいよ

って言ってくれはったら別ですけれども、なかなか難し

いと思うので、やっぱり１週間ぐらいしかならないかな

とは思います。 

利用者の会 ほんなら11月中には見れるという感じ。 

市 11月じゃなくて、もう11月16日ぐらいまで。 

利用者の会 16日ぐらいまで。 

市 逆に取かかりは？ 

市 取かかりは、取る（展示）のが今、確認していると月曜

日には取れそうだという話を聞いていますので。月曜

日に取れたら、それを設置させていただいて、火、水、

木、金かな。４日間ぐらいにしかならないので、ちょっ

と時間が短いから、ちょっと自治会長さんとも話しし

てみます。 

利用者の会 できたら、もうちょっとね。 

市 そりゃあそうですよね。 

利用者の会 できたら、市長にも見てください。これは写真という

より、要するにまず私どもは、利用者の会でこんなね、

本当薄っぺらなの頂いてきて、会場のところに展示し

ました。 

市 ここにありましたね、はいはい。 

利用者の会 それをね。だから、やっぱり写真より目で見る。それも

市長に目で見る、こんだけ傷んでおりますよと。これは

非常にもう車でくるくる来て、すぐ３0分あれば、もう

思います。ぜひセットしてください。 
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利用者の会 それはね、私、関わり始めた平成2７年ぐらいかな、芦

屋浜のほうでね、やるから見に来てくれって言われて

見に行きましたわ。マンションか何かのとこやったか

な、出口のところで。そういうの掘って輸送管出てまし

た。そしたらもう上ボロボロ。 

市 もう踏んだら割れるぐらいに。 

利用者の会 触ったらボロッという感じで、それはもう10年近く

前。 

市 そうです。 

利用者の会 ということは、場所によって大きな差があるか、もう

10年ぐらい前からね、もう薄っぺらい、ボソボソやった

んや。 

市 そうです。で、一応。 

利用者の会 上が。もうぽっと穴開いてね。 

市 下水処理場のほうに置かせてもらって、皆さんで行っ

たことがあると思います、協議会終わってから。 

利用者の会 そう、見に行きました。それが10年前です。10年前

やとそんなん、あの当時ね、地下水に塩分が入ってる

からみたいなことを言うてはる、誰か言うてたわ。ま

あ、そやから場所によってね、それが。 

市 でも、ちょっとさっき山口さんおっしゃったみたいに

新しいフェーズと言うか、上部のほうから、普通やっぱ

り当たるのは下が多いので、下とか曲がっているとこ

ろが多いですけど。 

利用者の会 いや、そう思ってたけど、あのときは上部やった。 

市 そうそう。 

利用者の会 上部が薄っぺろう、もうボコボコ。穴開いとん、ほん

ま。 

市 同じような状況なので。 

利用者の会 それも上、薄うてね。それがもう10年以上近くにな

る。最初こっちへ来た活動、あのときに見に行って、あ

れはびっくりしました。 

市 逆に今回も内貼りができないような状況。 

利用者の会 うん、あれもそうでした。完全に取替えというかね、
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10年ぐらい前。そやから、場所によって可能性があ

る。 

司会 ありがとうございます。ちょっと調整して配管見られ

るようにという形で。本当は春木さんおっしゃるよう

に、触ってもらったほうがペラペラなのが分かるのです

けど、ちょっと山口さんとも話して、衛生的な話もあっ

て、あまりいい、水が通っている配管ではないので、ち

ょっとその辺りも考慮しながらやりたいなと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

ほか何か御意見、なければ、次２、次第２の運転方法

の変更についてについて、令和６年10月の運転方法

の検討案、資料２の１、19ページのほうをお願いいたし

ます。説明はＴＭＥＳさん、よろしくお願いいたします。 

ＴＭＥＳ 運転方法の変更について、御報告させていただきま

す。資料２の１を御覧ください。こちらは以前提出させ

ていただいたもので、変更案がＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄとあります

が、現在Ａを実施させていただいております。Ａ案に変

更させていただいてから３か月間の結果をまとめまし

たので、御報告いたします。 

  期間は８月１日から10月３1日までのデータで、令

和６年度と５年度を比較しております。収集ごみ量とし

て、８月１日から10月３1日、令和６年が３７万３,150

キロとなっておりまして、令和５年度と比較しますと

８８％となっております。 

ブロワ運転時間は、令和６年度が８月１日から10月

３1日までで１万８,2８３分。こちらも前年度対で８８％

となっております。ブロワ電力量は、令和６年８月１日

から10月３1日までが16万1,41３キロワットアワー

で、前年度対比８８％となっております。 

そして、10月だけの記録で見ますと、前年度対比

15％増えておりますが、こちらは昨年度10月19日か

ら３0日の間で１系、芦屋市地区の東側なんですが、運

転停止がありましたので、その分減っているのと、あと

10月に風量測定を実施させていただきましたので、

電気使用量が約10％ほど増加になっております。 

そして、令和５年度の９月1３日からなんですが、定時
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満杯運転をさせていただいておりましたので、その期

間はかなり低い電気使用量となっておりますので、昨

年度の10月と比較するよりは月平均と比較したほう

がいいと思いましたので、参考資料2３ページの備考

の欄に月平均との対比を記載させていただいておりま

す。 

あと、ごみ量が増えておりますが、こちらは侵入降水

量と関連しておりまして、降水量が多い月はごみ重量

が多くなっております。ちなみに西宮市の降水量で調

べさせていただいたんですが、雨が多いときはごみ量

が多くなっております。 

参考資料として、ワーキングの会議で出させていただ

いているものを添付しております。こちらまた、ワーキ

ング会議で詳細を説明させていただきます。何かあり

ますでしょうか。 

利用者の会 これ、満杯運転のほうが電力量は下がるんやね。 

ＴＭＥＳ  そうですね。 

利用者の会 満杯運転で、いずれは１台浮くという可能性も今後あ

るやろうね、今後ね。 

ＴＭＥＳ そうですね、そう思っていただければ、かなり電力量

は。 

利用者の会 ねえ。うん。ようなる。それも課題やね。 

ＴＭＥＳ  そう。ただ、前回の定時満杯運転をしたときにお問合

せが結構ありましたので。 

利用者の会 まあまあ、今後の課題や。 

ＴＭＥＳ はい。 

利用者の会 確認ですけども、８月から10月まで一応３か月間が

ね、テスト運転というか、そういうことで、ここに８８％

の削減、ですから12％削減ができたと。最初のシミュ

レーションは前のページに14から15ということが、こ

のくらい今回の運転でできるんじゃないかということ

でしたけども、この10月のここに書いて、赤字で書い

てあるような理由で115％になったんで、この部分が

影響して、８区はほぼ予定どおりだったけども、トータ

ルで見ると８８になってますよという理解でよろしいで
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すかね。 

ＴＭＥＳ はい。 

利用者の会 前回の利用者の会で、この運転を続けますかという

ことで２か月しかたってませんけども、これでやってい

こうということだったんで、この運転は継続してお願い

したいというのが、利用者の会の意向でございます。 

ＴＭＥＳ ありがとうございます。 

利用者の会 令和４年度と比べたら７6％になっとるね。そやから、

基準年度と比べたら、もう20％以上達成してるんか

分からんね。その可能性あるね。 

司会 ちょっとまた計算してみます。 

利用者の会 うん。 

司会 はい、ほかに御意見ある方いらっしゃいますか。よろ

しいですか。では、続きまして、目次の３のほうの年次

報告（案）について、御説明をさせていただきたいと思

います。 

市 Ｐ29からめくっていただいて、もう既に先月のワー

キンググループで提示させていただいているのですけ

ど、令和５年度のパイプライン施設の運用状況を報告

させていただいて、協議会で御承認いただければ、こ

のまま案を取って、議会のほうに投げ込みをしようか

と思います。 

１からまた改めまして説明しますと、パイプライン施設

の年間基本データにつきましては、令和５年度は収集

量が2,152トンになっておりまして、収集人口も微妙

に令和４年からは減りまして、１万4,055人になって

います。 

収集世帯は７,06７ 、処理経費は２億2,144万

1,9７5円。電力量は115万9,90７になっています。令

和４年度と令和５年度の対比をしたパーセンテージは

右のほうの表になっておりまして、収集量がちょっと増

えていますけど、それ以外のものについては減ってい

るというような形になっています。 

続きまして、処理経費の内訳、２か年の実績ですけ

ど、令和５年が需用費が4７4万560円、委託料が１億
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８11万７,521円。工事請負費は9,414万８00円。負

担金、補助金及び交付金については12万円。補償、補

塡及び賠償金は0円で、人件費は1,4３2万３,094円

となっております。需用費は令和４年度に内貼財の購

入が増加したため、令和５年は通年どおりの数量とし

たため減少となっております。 

負担、補助金及び交付金は、共同溝の設備トラブル

による臨時の負担金が発生したため、増額したという

ふうになっております。ワーキングでもお伝えしたので

すが、共同溝内にあるポンプが壊れたという形で、そ

れの修繕のためのお金のために、臨時として負担金が

増額しています。 

続きまして、隣のページに行きまして、運転状況につ

きまして、輸送管の詰まり等に伴う運転停止で、輸送

管の老朽化に伴う運転停止が３回、マナー違反投棄に

よる運転停止は０回、工事施工に伴う運転停止が３回

となっています。皆さんの御協力のおかげでマナー違

反投棄に伴う運転停止が0回となっております。 

続きまして、輸送管の穴開き補修。管の部分取替え

については４か所、高浜町７.７メートルと浜風町３0.８

メートル、これはバス道通りのところになります。補修、

仮補修、内貼材とかの補修については16か所、浜風

町、新浜町、高浜町、若葉町、緑町で実施をしておりま

す。 

利用者の会との話合いにつきましては、ごみパイプラ

イン協議会の開催を２回開催。令和５年度の具体的な

協議内容は、パイプラインの運転報告と輸送管の状況

の把握とマナー違反投棄防止の検討、運転方法変更

の改善案、パイプライン施設の年次報告などを行いま

した。 

ワーキンググループの開催は12回、毎月開催させて

いただいておりますので12回開催。令和５年度の具体

的な検討内容は、電力使用料ＣＯ２削減のための利便

性を考慮した運転方法、ごみカートの実機見学及び申

請に伴う手続、道路・公園課、収集事業課との調整、バ

ケット下詰まりの啓発、代替収集に向けたロードマップ

の更新などを行いました。 



－23－ 

ワーキンググループでは、運転方法の工夫を行うな

どでＣＯ２排出削減に取り組んでいます。基準年度がＨ

1８からＨ25年度平均とした電力使用量が1３８万

4,920ｋＷｈ、ＣＯ２排出量は69万2,460を基準とし

て、令和5年度は115万9,90７ｋＷｈで、ＣＯ２排出量

は5７万9,954で16.2％の削減という形になってお

ります。ＣＯ２排出係数は0.5ｋｇで固定としておりまし

て、電力使用量は、取引メーター按分値で計算してい

ます。 

報告については以上になります。既にワーキングでも

う御説明しているので、特に御意見なければ、このまま

報告という形にさせていただきたいのですが、よろし

いでしょうか。 

市 これで議会のほうに投げ込みを行います。やっぱり議

会でもパイプラインについては、かなりいろいろなこと

を言われております。 

利用者の会 どんなこと？ 

市 この前ちょっと言われたのが、決算でいろんな件名が

あって幾らですよってありますけど、パイプライン更新

工事と書いていたところで、何かその、内容を聞かれ

るのかなと思ったら更新ってどういうことかと。こうや

ってこう、管切って新しい管を入れててって話しした

ら、条例を決めたときに、大規模な更新や改修は行わ

ず、補修で延命する。これはもう止めるあれなんかと違

うかなと。 

利用者の会 いやいや、更新というか。 

市 はい、補修です。 

利用者の会 補修や、補修。 

市 その件名を見てね、工事件名を見て、そういうような

指摘もございました。 

市 だから、そう考えておられる方もいらっしゃるという

のは一定数事実になりますので、そこも我々の説明も

補修ですよという形でやっていきますので、今回の高

浜のようなものというのを補修と言い切るのかどうか

というのも含めてね。これからいろいろ考えていく必

要は思います。 
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利用者の会 そうやね。それと、条例側のときの、あのときの資料

をよく読みなさいって言うといて。 

市 ああ、もちろんそれを読んだ上で、そこに書いてある

大規模更新、大規模更新か、改修か。大規模更新。 

利用者の会 1８5億や、維持費。 

市 だから、それが、それをしない、しないでやりますと書

いているから、それやったら、もうこれはそうなんじゃ

ないかという理論で、それは違いますと。これは今回に

関しては管の補修です。 

利用者の会 ちゃんと言うといて。輸送管のあれやから、費用を積

み増してる。これからもそういうのは言うてくるで、絶

対。 

市 というのは１件ございました。その報告だけ、ちょっと

しときます。 

利用者の会 そやね。また、そういうのは言うて。 

司会 はい。ほか御意見ある方いらっしゃいますか。どうぞ。

利用者の会 先ほど高浜の腐食したパイプを皆に見てもらうとい

うお話だったけども、そういうのも見てもらって、取り

替えるということの計画は、先ほども課長が言われた

ように、取替えというのが補修に当たるかということ

も言われかねないということで、今後ますますそういう

腐食状態が進行していくと、各所でね。 

ということになってきたらね、本当に補修、我々とし

てはね、補修という形でとにかくね、今後20年、３0

年、維持していくということが大前提なわけでね。その

辺のところで、ちょっと議会のほうで引っかかるような

ことがあれば、きちっとやっぱり説明していただかない

と、突然にもう議会としてもやめやということになりか

ねないということで、ちょっと注意していただきたいな

というふうに思います。 

市 はい、それはもちろん我々も考えた上で発言はしてい

ますし、そういう意見はあるという形です。 

市 しかも、この場がそうですけれども、本当にこの維持

管理とか啓蒙活動も含めて利用者の皆さんと一緒に

やっている、皆さんも協力いただいている。で、こうい
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う経費の削減にも努めながら、しっかりとその期間維

持していくようにということがあまり見えないので。 

利用者の会 そうそう。 

市 そういうことも併せて、しっかり我々も言っていると

ころです。 

利用者の会 パイプラインの維持費は54億って最初の10年間は

26億と見てるわけ、最初の10年間。条例化に合わせ

た中で、最初の10年はおそらくかかるやろうというこ

とで26億にして、年間にしたら２億6,000万や、そこ

まで行ってない。その辺もやっぱりよう議員にも理解

してもらわな。 

市 この年次報告というのは議員に渡っています。 

利用者の会 中にはそういうね、これが補修なんか、ね、大規模工

事なのかということを疑問に思う方も、今の先ほどの

発言でそういう方もおられるということなので、その

辺のところをちょっと、やっぱりちょっとアピールして

おかないと。 

利用者の会 アピールしといて、条例があれを、ここで条例化、全

議員が賛成言うたんやで。誰も反対言えへん。ある議

員なんかはようやってくれたってね、市長もようやって

くれたという、みんなそういう評価やったんやから、あ

れを忘れるな言うといて、あの。 

司会 はい、ほか御意見ある方いらっしゃいますか。なけれ

ば、続きまして次第に沿いまして、４、パイプライン施設

について、まずはパイプライン施設の５年間のレビュー

としまして、資料４の１のほうをお願いいたします。説

明を利用者の会様、お願いいたします。 

利用者の会 はい。利用者の会の山口です。まず３4ページを見て

いただきたいんですけども、条例化が決まって、さっき

春木さんが御説明をされたように費用が5４億。 

利用者の会 ４億。 

利用者の会 ５４億ですかね。 

利用者の会 パイプライン入れて。で、代替案も幾らということで、

それもなかった。なので、当然、今後、代替案を検討す

ることも参考にして。費用が余ったら、ほかの費用に使
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うという。 

利用者の会 それで、一応ホップ、ステップ、ジャンプという分かり

やすい言葉で３段階に分けて、こういうことを１から５

までの目標に向かってコスト的にもどうなのかという

のを一応大まかな３0年ぐらいのスパンで考えたのが

この表です。私たちは、今、第１ステップのちょうど真ん

中過ぎたところですね。５年過ぎたんで、一遍ここでレ

ビューしようやないかと。 

年次報告はちゃんと出てますけども、年次報告を含

めてどんな状況なのかということをですね、ここで全

体の５年間をレビューしたらどうかということが総務

会で話が出ましたので、私のほうでまとめて今回資料

を作って、５年間、私たちも一緒にＴＭＥＳさんも頑張

って、芦屋市も頑張っていただいて、３者で５年間どん

な結果だったのかというのをここで一遍総括して、議

員の皆さんには、こんだけ頑張っとんのやということ

をアピールしていただいたらいいかなと思って、ここに

５年間のレビューをさせていただきました。 

  それでは最初のページに行きます。３３ページにま

ずあるのは目標が、今の目標をここに掲げてます。１年

間の費用として２億6,000万、コストダウンを年間

2,000万、ＣＯ２の削減を10％以上、代替案の検討、

それから年次報告書というものが目標としてありまし

たので、それが５年間でどうだったのかというのが実

績的に書いております。 

５年間でここに書いてますように、皆さん方が頑張っ

ていただいて、計画よりもこれだけの残額、コストダウ

ンも含めて２億5,000万ですかね、ほどの計画より

も、今、削減した状態で実績としてここにあります。コ

ストダウンも同じく、ＣＯ２削減も目標は10％でしたけ

ども、先ほどの年間の報告にありますように10％、し

かも今年はそれ以上にね、ＴＭＥＳさんも頑張っていた

だいて、さっきのあれでは12％、８８でしたから12％、

プラス12％ということで順調な経緯。それから代替案

も次のステップ２を実行中。 

それから、年次報告も毎年していますよということ

で、総括として、全目標において達成または上回る結
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果と今なっております。コストダウンも環境改善、ＣＯ２

削減においても顕著に成果を上げて、効率的な運営と

環境への配慮が、今、両立されてるということなので、

これは非常に評価すべきことではないかと考えており

ます。コストダウンの目的は、今後さらなる老朽化が考

えられますので、それに備えた資金の蓄積が今はでき

ていると考えたらどうかと思います。 

ただ、今後はやはりより一層の効率的な予算管理と、

それから当然、人口減少、世帯数構成の変化がありま

す。この変化は、さっきの年次報告を見ると実は世帯

数が1.99なんですよね。２を切ったんですね、この地

域は。 

ということは、１人住まいの方が非常に増えてて、私

たち管理組合でも昨日話してたんですけど、１人お住

まいの方をどうサポートするのかということが新しい

問題として今出てきて、１人でそのまま亡くなっている

方とかあるわけですね。 

ですから、その辺を含めてどうしようかというのを私

たちも考えてるんですけども、そういうことに対応した

ことを考えて、それから芦屋市が、ちょっと具体的なＣ

Ｏ２削減が、20３0年が国の目標で、確か国の目標は

4８％ＣＯ２削減ということで、環境省もデコ活という

訳分からん言葉で頑張ろうとしてあるんですけども、

芦屋市も当然そういう目標を立てておられますから、

10％どころじゃなくて、約50％の目標に向かわなき

ゃいけないので、私たちもそれは当然かなりのスピー

ドで進んでると思いますので、また、どういうふうに運

転をしたらいいのかということも含めてですね、今後

の検討課題としてあるんではないかというふうに考え

ております。 

３７ページに５年間のデータをまとめましたので、これ

を見ていただくとよく分かると思うんですけども、先

ほどの年次報告では書いてなかった部分で、１世帯当

たりの人数ということがここに、私も非常に気になっ

て、令和元年度は2.09が何と令和５年度は1.99とい

うことで、非常に下がってると。それから、ここに目標

に対する削減額というのを入れています。先ほど延べ



－28－ 

ましたように、皆さんの努力において頑張って、こうい

うことをされているということで、非常に今のところ目

標を下回る金額でパイプラインが動いておりますとい

うことです。 

５年間を総括、もう一遍まとめると、皆さんの努力に

よって、目標からまあまあ実績を上げていただいてい

る。それに対して、利用者の皆さんを含めて感謝、この

場でさせていただきたいと思っております。以上です。

司会 ありがとうございます。何かここまでで御意見ある方

いらっしゃいますか。 

利用者の会 この３5ページにも山口委員長に書いてもらってます

けど、１の２つ目のところにも、この成果はＴＭＥＳの皆

様のと書いてますけどね、日常点検や定期点検やら、

本当に感謝してます。今後ともよろしくお願いしたいと

思います。 

ＴＭＥＳ ありがとうございます。 

利用者の会 ほんで、３4ページのところで、第１ステップ、第２ステ

ップ、第３ステップとありますけどね。第１、第２は芦屋

浜の20年間、第３ステップはその後の南芦屋浜の12

年間ということで、さっきも言いましたように54億

と、全体で54億やから第１、第２の芦屋浜の4７億ぐら

いかな。これを差し引いたら、残り言うたら6億4、5千

万ぐらいになるんですよ。 

6億4、5千万で残りの12年間、10年から12年間南

芦屋浜でやりますよという計画なのね。そやからでき

る限り、ということは年に直したら5,000万か、それ

ぐらいになるので、できる限り後までね、残していって

いくように頑張ってお願いしたいなと思いますが、で

きる限り貯金と、ほかにね、代替案とか撤去費用やと

か、モルタル詰めたりとかいう費用にね、その費用は含

んでませんからね。 

できたらそちらに残して、そちらのほうに残せたらな

と思いますので、できたら南芦屋浜のためにも、今後

のためにもお願いします。 

司会 ほか、御意見ある方いらっしゃいますか。なければ、

次のほうの次第になりまして、３9ページのほうをお願
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いいたします。 

市 パイプラインに替わるごみ収集方法の基本ロードマッ

プに関しまして、ワーキングでも話させていただいたの

ですけど、めくっていただいてＰ40ページの期間につ

いての年度末について修正をしているのと、次のペー

ジのシナリオマッピング修正、Ｐ41のほうのところに関

しまして、表の、表というか、図の位置とかをちょっと

修正させていただいております。 

また、Ｐ41のほうに代替案ロードマップとしまして、

言葉のほうでフェーズと目標と期間と主なアウトプット

という形の表を転記させていただいております。今回

のロードマップについては、この辺りが修正内容になっ

ておりますので御確認をいただいて、もし問題なけれ

ばボリューム４というふうに修正させていただいて、も

し半年、内容があれば、来年の令和７年４月の協議会

でも報告させていただいて、ロードマップ見直しという

形で順次、適宜更新をかけていきたいなと思います

が、よろしいですか。特にワーキングで話している内容

の報告になりますので。 

利用者の会 １つだけ。 

司会 はい。 

利用者の会 今こうやってね、利用者の会と芦屋市のほうできちっ

とお互いのコミュニケーションが、ちょっとミスがあっ

たんで、こういうふうに修正されたんですけども、それ

は土台として、今やっぱりこの間のワーキングでも出ま

したように、これより少し早めにやらなきゃいけないん

じゃないかなという意見も今出ております。私もそう

考えます。 

１つは、やっぱり今、温暖化で、今日も与論島と沖縄

は大雨が降って、私たちが想像する以上の雨量が今出

てきています。今たまたまこの芦屋地区はそういうの

がありませんけども、万が一線状降水帯が発生する

と、パイプラインも結構長い期間止まるんじゃないかと

いうこと１つがあります。 

それからもう一つは、我々のメンバーを見ていただく

ように、みんなそれぞれが年を取りまして、元気なうち
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に何とかしたいなと。代替案をしたいなというのもあ

りまして、やはりこのロードマップに書いてあるストー

リーよりももう少し早めにやらなきゃいけないときが

来るかなと今思っていますので、今すぐこれを云々で

はありませんけども、そろそろワーキングのほうでその

辺も詰めながらやらなきゃいけないのかという基本的

な認識は持っております。 

利用者の会 いいですか。今の点と併せて、今言われたように高齢

ですね。皆さん、お薬、薬なしの人いないんですよ。例

えば、この利用者の会ですね、山口委員長です、続いて

います。仮に山口さんが、委員長が体調を崩された場

合、これだけのまとめる役、例えば３5団体、それの資

料を作る。今のところいないと思うんですよ。 

こういう意味でのリスク管理というのなんですね。だ

から例えば、もし委員長が御体調が、こんなん言うのも

ごめんなさいね、御体調を崩された場合、私の個人的

な考えは、この会の維持は難しいなと思っています。そ

うした場合に一応会則がありますから、それにのっとっ

て会の解散をするとか、そういうことも１つのリスクの

中に、頭の中には入れとかないといけないなと思って

います。 

そうした場合に、今度は今言われた代替案を、３5の

自治会と管理組合が私どもの会に入っています。なら

会がなければ、一応私どもそれでまとめて、だから市

役所さんから見たら、物すごく使い勝手がいい。そうい

うふうに思うんですけど。 

市 助かっています。 

利用者の会 これが例えば大阪市の南港に移したとき、そういう組

合ないんですよ。だから、みんな市役所の人が一件一

件、また大阪の市役所へ聞いてください。そりゃあ、膨

大な作業ですわ、この受皿から。 

だから、そういう意味でも、どう言うんですかね、常に

山口委員長、体調大丈夫？とか、もうお変わりを聞い

ていただいて、そういうことも考え。そしたら、これはち

ょっと大変な作業になるかも。要するに大阪の場合は

もう全部一緒ですわ。 
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だけど、こちらのシーサイドの場合は住宅形態が違い

ます。一戸建て、タウンハウス、高層、中層、こんな４種

類がありますんで、これをまたまとめるのは市役所さ

ん、いずれまたやってもらわなかんと思うので、そうい

う意味でも、そういうリスク管理を常に我々は共有し

ながら、じゃあ、今言われた異常気象が来たらどうする

か。そういう意味でのシナリオづくりをしとかないとと

いう気はします。以上です。 

利用者の会 副委員長。 

司会 ありがとうございます。 

利用者の会 いや、私がなるということではなく。 

市 本当にありがたく思っています。確かに指定ごみ袋の

ときもそうでしたけど、そういうときはもう、それこそ

ね、上のほうとかも含めて、全部のところに住民説明

会という形でしてやっていくという形で、でも、それは

今ある意味パイプライン協議会、利用者の会が窓口と

なっていただいて、その啓発にしても、こういう運転方

法の変更についても、いろいろこう窓口になっていた

だけるというのは本当に市としてはありがたい限り

で、だからもちろん皆様御健在でおられることを願っ

ていますけれども、確かに見た感じでも御高齢になり

ましたので、ちょっと山口さんが言ったみたいにスピー

ドを早めてやっていくというのも１つ、まずは骨子とい

うかね、流れをつくるのが一番大事なのかなという気

もしますんで、ちょっとワーキング等でいろいろ話合い

をしながら、特に代替収集方法について、ある程度軌

道に乗せておきたいなと思っています。 

利用者の会 課長が替わっても困るしね。 

市 そうですね。私も定年までまだちょっとあるけど、あ

と10年ぐらいなんで。 

利用者の会 10年ぐらい。 

市 はい。 

利用者の会 途中で終わるやない。 

市 そうですね。 

利用者の会 ほな、利用者の会に入ってよ。 
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市 いえ、僕は西宮市民ですけど。 

利用者の会 リーダーになってくれたらええやん。 

市 西宮市民です。 

利用者の会 それと、あれやね、市内全体の問題やね。 

市 そうですね。 

利用者の会 こういう活動する人がどこもいないのでね。まあ我々

のマンションでもみんな一緒ですけどね。まあ、自分回

ってきたから仕方なくやる、そんな感じ、１年過ぎたら

もう、あとは知らないよという。大体そういう雰囲気に

なってきてるから。この会もようもってるなと思うけ

ど。 

利用者の会 ほんまやな。意地でやってる感じ。それと代替、条例

化に沿うた代替の費用って幾らか知ってる？ 

司会 １か所500万。 

利用者の会 代替設置費。 

司会 500万の話ですか、１か所500万の話。 

利用者の会 条例化に沿って。 

市 ８5億円で全部をこう賄う、収集から代替設置費から

という形ですね。 

利用者の会 その中の代替部分の費用。 

利用者の会 幾らか知ってる？ 

市 4，6億円ですね。 

利用者の会 確認してもろうて、議員とかあれらにも言わないかん

し、今後のこともあるし。ほんで４億6,000万。代替の

費用は４億6,000万。 

利用者の会 ４億6,000万いうのも、これまでの費用を積み重ね

て余ったらこうしましょうとかね、ほんで４億6,000万

ってイニシャルコストやねん、初期コストや。せやから、

その後の維持費ね、それも45年間の中に維持費も入

ってるわけよ。ほんなら維持費が安くなりますよ言うん

やったら４億6,000万をちょっと積み増してもいいわ

けよ。 

市 そうですね。 
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利用者の会 ほんなら、これによって維持費下げれますわ。ほんな

ら、45年間のトータルで見たら安くなりますよ言うん

やったら、別に代替案ももう少し４億6,000万、５億ぐ

らいかけても構へんわけよ。そやから、その辺も含めて

ね、今後どうやっていってほしいなと思うと、議員にも

その辺よく知ってもらわなあかん。 

維持費かて、45億の中に入ってるやん。そやから、ト

ータルで評価するいうのをね、よくあれしてもうて、議

員とか何か文句言うんやったら、それと言いたいんや

けど、これ、録音取ってんの？ 

市 取っています。 

利用者の会 そやから、議事録作るときね、その辺もよく踏まえて

議事録作ってな。 

利用者の会 議員何言うてても、議事録書くときは、その辺も踏ま

えて議事録作成してね。 

市 今、間違えて来られた、何か来られたのですね、理事

の方が、自治会長さんが。 

利用者の会 うん。 

市 その方も大永さんに聞いて、パイプライン協議会の議

事録全部読んできたけど、ここで合っている？と言わ

れて、いや、多分、利用者の会に出るべきじゃないかな

という話でした。 

利用者の会 それやったら向こうの。 

市 いや、ほんで傍聴しますかって言ったら、いや、傍聴

はいいって言って帰られましたけど。 

利用者の会 ああ、そうですか。ああ、そう。そやから。 

市 皆さん議事録読んではるみたいで。 

利用者の会 そう、読んではるから。そやから議員かて読んでる人

がおるから、議員どうのこうの言うとくこと、そのまま

ストレートに書くんもちょっと考えて。 

市 あのね、あまりほかのやつはちょっとやっぱり、てに

をはすごく直していますけども、ちょっと口語体で書い

てますので。 

利用者の会 それと今の以降のやつで、埋め立てた中にセメントを
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注入せなあかん。そのときか、数年前のざくっとした市

議さんの感覚で20億円言うてましたから、今はもっと

上がってると思うから、それも例えばほかで埋めたと

ころが日本全国数か所ございますから、市同士で連絡

取って、ほんでそれはこちら、何ぼでした言うたら、そ

れはあまり金額は他市は開示しないと思うんで、それ

はぜひそろそろバックデータとして、置いとかないとと

思いますね。当然思います。 

市 それはちょっと他市さんとも連携取ってやりたいの

と、あと、ほんで、うちもある程度モルタルを詰めたと

ころもございます。 

利用者の会 そうやね。 

市 データとしてはございますので、何メートルでどれぐ

らいかかりましたよというのは。 

利用者の会 恐らく大事なのは８5億に入ってませんよということ

です。 

市 そう、そういうことですね、はい。 

利用者の会 それもちゃんと議員の人に理解しといてもらわんと、

いざぽっと出てきたら、８5億超えるやないかって言わ

れる。 

市 そうですね。 

利用者の会 十分ね。 

市 あれを読んだら、ちゃんとそれも載っています。 

利用者の会 そうそう、理解しといてもうて。 

利用者の会 例えば、ほかの市はここまでボロボロになる、１ミリぐ

らいまでなるとかね、パイプがね、ないと思うんです

よ。だからそういうケースもあるから、やっぱりぜひ必

要ですので、物凄い時間かかると思いますが。と思い

ます。よろしく。 

市 はい。 

司会 はい、ほかに御意見なければ、ちょっと時間も押して

きたので次行きます。では、この６か月間の動きとしま

して、御報告のほうをさせていただきたいと思います。

資料４の３のほうから順次、お願いいたします。 
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市 ４の３ですけども、高浜、緑、潮見町のゴミカート、カ

ラスイケイケの導入と週３回の収集、毎日の収集から

の減少をさせていただいたというところで、実施に関

して、皆様のほうに送らせていただいた書面になりま

す。 

かいつまんでさせていただきますと、カラス対策の導

入と臨時収集回数の変更について、今回のパイプライ

ン長期運転停止による一時的な試験として導入いたし

ますということで、カラス対策としてゴミカートの導入

と、カラスイケイケの導入を１と２と入れさせてもらっ

ています。ゴミカートはもう皆様が御存じのとおりのも

のを導入し、今、９月2７日から設置していると。高浜

８、９のほうには利用していただいております。 

カラスイケイケにつきましては９月３日から導入させ

ていただいて、もうこの地域については通常運転にな

っていますので撤去しているのですけれども、おおむ

ね設置させていただいたおかげで、カラス対策には十

分寄与できたかなと思っております。 

あと２番目の臨時収集回数の変更につきまして、９月

３0日から週６回というのが今まで現状させていただ

いていたところですけれども、週３回、月・水・金のほう

に変更させていただきました。以上がかいつまんでの

説明になります。 

司会 ここまでで御意見等ございますでしょうか。山口さ

ん、どうぞ。 

利用者の会 ゴミカートの導入、８台されたと思うんですけども、そ

の経過といいますかね、その経過で大切なのは週３回

に変えたことと、ゴミカートにしたことで利用者のほう

のことといろんな話合いをされてると思うんですけれ

ども、どんな評価をされているのか。 

私のほうで利用者の会でも確認しますけれども、市

のほうでこれがね、私が個人的にたまたま行ったとき

に聞いたのは好評でした。週３回もそんなにどうのこう

のは言っておられませんでしたんで、そんなにこれに変

えたことによってクレームがついたという話は来てま

せんので、市のほうとしても、ここに何か途中経過の住

民さんの御意見とかね、それを入れてもらうと、ああ、
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やっぱり入れてよかったかなと。 

私たちも利用者の会でこういう状況なんで、これを入

れて、こういうふうにカラス対策をしながら回数を減ら

してもそんなに問題はありませんでした。ぜひともその

辺を入れてほしいなと思います。 

利用者の会 この点に併せて、ちょっと苦言を呈させていただきま

すけれども、先ほど申しましたけど、山口委員長はこう

いう大事なことですね、長いこと止まる大事なことは

全部知っとかないかん立場なんですよね、住民の方

が。 

ほんで、このカラスイケイケとかいうのを設置します

というのは、山口委員長に市のほうから御一報がなか

ったというふうには聞いてるんですよ。これは、それは

これだけの会をまとめておられるあれとしたら、非常に

これは言葉が悪いですけど、不信感を抱きますね。 

ですから大事なことは、まずはもちろん両方が一番い

いんです。まず委員長に連絡して、こんな長いこと止ま

るから、こういう形で設置しますよということですね。 

今、山口委員長も非常におとなしく言われたけれど

も、要するにはっきり言うたら、この入れた実績は分か

りませんと、委員長は。それを、ということです。それが

委員長経由でも御連絡があれば、委員長がそこの自治

会に連絡します。もうメールで１本ですわ。ほんで状況

を聞いといて、また連絡下さいねと、そういうフィード

バック、現状把握ができると思いますので、これは苦言

ですけど、お願いします、大事なこと。委員長、よろし

く。 

市 すみません。いろいろちょっと連絡に不手際があった

みたいで申し訳ないです。確かにいつも全てのことに

対して友田さんへの連絡は回してもらうという形と、

山口さんへの連絡というのは心がけて、これからちょ

っとやっていきたいと思います。 

ここに関しましては、一応、私のほうで管理組合に１

回連絡をさせてもらって、感触というか、ずっと止ま

っていて、毎日何か当番されているそうです、おばあ

ちゃんが。 
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で、誰も代わってくれへんのよという話になってい

て、こういうちょっと恐ろしく破損がしていて、そんじ

ょそこらで直るような工事じゃないという話しさせて

もらって、これがずっと続くの？という形になってい

て。 

ゴミカートの話をしたら、もともと何かね、１台、管

理組合で１台買いはったみたいです。それはごみボッ

クスのほう、設置型、ガシャンというのじゃなくて。そ

れでももちろん全然足りない状態で、その後、ゴミカ

ートの話しさせてもらったら、それはええことですわ

という話になっていて、ちょっとこういう形になって

います。ちょっとカラスイケイケのほうの特に連絡が

うまいこと行ってなかったというのは一番あかんと

思いますけれども、ちょっとその辺はこれから気をつ

けてやらせていただきたいと思いますので、すみませ

んでした。 

利用者の会 お願いします。 

市 はい。 

司会 今後、密に連絡取り合いながらやっていきたいなと

思いますので、よろしくお願いいたします。ほかに御意

見ある方いらっしゃいますか。なければレジュメの５、

その他になりまして。 

市 ２番の代替収集。 

司会 すみません、すみません、飛ばしました。代替収集場

所の検討のほうになります。資料４の４をお願いいたし

ます。 

市 50ページのほうですね。以前ワーキングのほうでも

御説明させていただいたかなと思いますけれども、代

替収集場所の検討ということで、１ページちょっとめく

っていただいて52ページのところですけれども、緑色

の四角が現在の投入口ですよと。 

黄土色、ちょっと薄くなっている部分もあるかもしれ

ないですけど、黄土色の部分が代替臨時収集の場所で

すよというのを明記させていただいております。仮に

この部分に臨時収集から代替収集に変えるよというこ

とになってきた場合に、次のページからの台数ですね。
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カートの台数がどれぐらいかというのを仮定で作っ

ていますので、それに対して数字の、この数字の書いて

いるところのブルーで塗っているようなところについ

ては、カート１台ではちょっと足りないですねみたい

な、そういう地図にプロットさせていただいた、そうい

うものになってきます。これを基にして、今後代替収集

に関してどのようにしていくのかという話になってい

くかと思いましたので、参考資料、今後の資料として使

っていただければいいかなということで、ワーキングの

ほうでも説明させていただきました。以上です。 

司会 ここまでで御意見ある方いらっしゃいますか。 

利用者の会 ちょっと忘れたんやけど、この表の中のこれは、廃プ

ラの改修、分別というのはこれは含んでおられたかな。

市 プラの分別ということで８5％にして算出していま

す。それは。 

利用者の会 プラは８5％として。 

市 はい。 

利用者の会 ほな15％だけ再生資源に分別すると。 

市 プラ、はい。 

利用者の会 残りの８5％はほかすという計算。 

市 そうですね。それがごみ量として算出するということ

ですね。 

利用者の会 そう。プラは全体の15％を回収するとしてやってい

るということ。 

司会 うん？燃やすごみの中には15％がプラ。 

市 15％がプラということやね。 

司会 プラという形に。 

市 だから、そのプラの８5％じゃなくて、ごみが、プラを

分別したらごみが15％減りますよという前提の基で

の。 

利用者の会 ああ、そういう意味。全体から15％減りますよとい

う。 

市 算出。そういうこと、そういうこと。 
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利用者の会 ああ、そういうこと。 

司会 細かいところの見直しとか確認については、またワー

キングのほうでやっていきたいなと思いますので、あく

までも４月から９月の間のところで、こういう資料をと

いうものになりますので。 

利用者の会 容積として。 

司会 そうです。 

利用者の会 プラは容積ね、もっと。 

司会 はい、（容積を）取りますし。 

利用者の会 大きいから。 

司会 あくまでも。 

利用者の会 容積としては大きいから。容積として15％で済むか

どうかはまた。 

司会 はい、それは要検討になります。 

利用者の会 検討やね。 

司会 になるというか、容積で15％には、もっとかさばると

思います。 

利用者の会 もっとかさばると。もうガサガサやもんな、あれ 

司会  はい。直近に芦屋市で調査した組成割合の重量割合

の比率によるものになりますので、また、それは今後も

また見直しをしていきますので。 

利用者の会 そうですか。 

司会 はい、よろしくお願いいたします。 

利用者の会 この15％というのは重量の割合で。 

司会  重量の割合です。 

利用者の会 そうか。 

司会 はい。で、あくまでも全部が回収できて15％の重さ

が含まれていたという形なので。 

利用者の会 はい。 

利用者の会  確認ですけど、52ページのこの図の矢印あるんで

すけども、この矢印の意味をちょっと説明していただ

けますか。 
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市 分かりました。矢印の意味に関しましては、現在の投

入口から臨時収集がちょっと違う位置になる場合につ

いては矢印のほうで示させていただいております。例

えば真ん中の辺の、そうですね、山口さんの住んでい

る辺りになりますと、 

09029と09019、ちょっと数字が小さくてすみま

せん。宮川の西側のところですね。そこなんかにつきま

しては矢印を書かせてもらいまして、投入口から臨時

収集の場所が少し離れていますよという、そういう示

している矢印になります。 

市 この緑の投入口が矢印の起点ではなくて、家が矢印

の起点になっている。 

市 投入口が起点。 

市 緑が投入口で黄色が臨時収集の場所で、赤い矢印が

あると。矢印の起点、起点に関しては家になっている、

その。 

市 家というかね、ちょっとちっちゃ過ぎて分かりづらい

けれども、吹き出しで緑色をつくっているので。 

市 吹き出しで緑になっているのか。 

市 投入口の位置やね。 

市 そうです。 

市 だから緑自身が投入口の場所ではなくて、緑自身も

ちょっと吹き出しがあって、ちょっとずれた形で書いて

いると。小さい細い線が、見えますかね。 

市 またＡ３で、前もお渡ししているかなと思いますので、

それ見ていただければ。 

利用者の会 これは今の実績。 

司会 はい、ほかに御意見ある方いらっしゃいますか。 

利用者の会 確認なんですけど、運転時間の変更ということで利

用者の会でも一応続けてくださいということで了解い

ただくと委員長のほうからありました。それは一応高

層のほぼほぼ半分ぐらいを占める賃貸ですね、ＵＲと

兵庫県と、それから市営住宅。 

市 公社。 
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利用者の会 公社か。連絡はしていただいているんですか、それだ

け。もう変わりますよ。それしてないとどんどん入居し

てきて、その入居時には、その３社の窓口で運転時間

がこうでっせというのを言うてはるから、それがもしく

は言うてなかったら、聞いてないよ言うたら、これはま

た。 

市 そうですね、ちょっと確認します。 

利用者の会 前、前もお話ししましたけども、念のために。これは絶

対言うとかなあかんと。 

市 いろんなときにあそこのセンターへ行って、いつも例

えば前、林と一緒によく行っていたので、ちょっと確認

します。 

利用者の会 その３社だけお願いいたします。 

市 はい。 

司会 ほか御意見ある方いらっしゃいますか。続きまして、

本年度の工事予定とパイプライン運転停止のお知ら

せ、資料４の５、Ｐ55ページ。 

市 一番最後のページ。めくっていただきまして、本年度

のパイプライン更新の工事について、少し説明がやや

こしくなるのですけれども、お話しさせていただこうか

なと思います。 

四角で囲った対象工事（Ｂ）とか（Ｄ）とか（Ｃ）、（Ａ）、

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄのこの４つ、プラス今回は高浜町の工区と

いうことで１つ、５つの部分で工事のほうを予定したい

なと考えているところです。 

ただ、次に説明しますが、年度途中でカメラを入れて

少し不具合な部分が見つかりまして、その部分を追加

なりしたいなということも考えているところで、実際全

部をしようとすると、少し予算が足りない恐れもありま

す。その部分も踏まえての説明になりますので、必ずや

るところ、ちょっとこれを検討しないといけないとこ

ろ、少しややこしい話になってしまいますが、そこの辺

りは御了承いただければ助かります。 

では、１つずつ話しさせていただきますと、まずＡの部

分。右下に令和６年度パイプライン工事予定ということ

で、少しマトリックスを用意させていただいておりま
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す。文字が少し小さくなっていますが、読ませていただ

きますと、位置、Ａとして新浜町、図上として色が紫

色、これがちょっと印刷上の加減で少し青っぽい色に

なっていますが、この部分になりますが、新浜町の部分

に関して工事の概要を説明させていただきますと、新

浜町に関しまして工事の概要は、まず管の更新をいた

します。 

これについては確定事項になります。そこ、管が今、

真っすぐ走って少し先に曲がりがありますが、この部

分を取り替えようとしています。今年度、新たな亀裂を

その先の曲がりの部分で見つかりましたので、この部

分に関して、内貼の補修を予定したいなと考えていま

す。これはどうするかとい言いますと、まず管を取っ

て、その管を取っている間に人が入って内貼を補修す

るような、そんな形を想定していますが、そうなってき

ますと、管更新と内貼の貼り付け手間で、おおよそ５日

間パイプラインが止まってしまうような、そんな形にな

ってしまいます。 

こちらの更新等の時期に関しましては、当初11月末

を想定していまして、末友さんのほうには少し行かせ

ていただいて話しさせていただいていたところです

が、今言ったように、内貼の補修も含めたいなと考え

ています。そうなってきますと、工事の予定を少しずら

さざるを得ないかなと。予算上の関係もありますの

で、工事の予定を少しずらさせていただいて、１月をめ

どにして現在再検討という形で検討させていただいて

おるところです。 

続きまして、Ｂのエリアの緑町になっていますが、今

回長期の運転停止の原因の１つになっていたところで

すけれども、その部分に関して地下水が入ってこない

ように管の更新を予定しております。こちらについて

は確定事項になっておりまして、管自体の取替えは11

月2８日及び29日、こちらのほうを予定しております。

収集に関しまして※１と書いていますが、過去であっ

たら、この１日、２日につきましては臨時収集という形

で収集のほうを予定させていただいていたところです

けれども、今年度少し収集費用も大分使っておりまし
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て、皆様に御協力をお願いしたいところなのですけれ

ども、運転停止時間に関しましては、2８日の９時から

運転停止を想定していまして、それまでにまずパイプラ

インでごみを収集したいなと。 

2８日は、ですので青ランプの間は捨てられますと。

29日の朝に収集しようと思うと管が取り替えられて

ないので、朝の収集は、ごめんなさい、収集できません

という形になります。ただ、29日の昼過ぎぐらいには

恐らく管がちゃんと取り付いているはずだと。 

そこで密閉度もきちっとチェックして問題なさそうだ

ということでありましたら、そこから収集のほうを実施

させていただきます。ですので、今想定しているのは、

2８日の朝は捨てられますけれども、その後、青ランプ

の間は行けます。でも29日朝捨てようかなと思うと、

ひょっとしたら赤ランプになっているかなと。だた、29

日の施工が完了して密閉が確認できれば、すぐ収集の

ほうをさせていただきますので、そこから青ランプにな

るはずですので、少し御不便になりますけれども、その

辺り御了承いただければなと考えております。 

続きまして、Ｃのエリアになります。Ｃのエリアですけ

れども、この青色の部分が不具合が、ごめんなさい、影

響のある部分ですけれども、もともとＣの対象がバス

通りのほうで想定していたのですが、本年度のカメラ

調査のほうで位置が、もう少し悪いところが見つかり

まして、位置がパイプラインのここですね、ここに近い

位置のほうに変えさせていただこうかなというふうに

して考えていまして、そうなってきますと、位置の変更

で地中埋設とかいろいろと再度調査ということになり

ます。 

これも施工時期が、今考えていますのは１月をめどに

して再調整をしているところになってきます。ただ、こ

の管の取替えに関しましても先ほどのＢのほうと一緒

で、恐らく２日で終わるだろうと想定しています。ここ

には収集は検討中と書いていますが、２日で終わりそ

うであれば、先ほど言ったような形で、１日目の朝はご

みを収集しますけれども、２日目の朝は赤ランプになっ

ている可能性がありながら、その日にはどこかで収集



－44－ 

をかけるというふうなことを考えていきたいなと思っ

ています。 

それの不具合に関しても出てくるので、Ａの工事とＣ

の工事はできる限りかぶらせて、Ａの方は少し５日間

御不便、代替臨時収集という形になるので御不便にな

るかもしれないですけれども、Ｃの工事をするときとか

ぶらない、できる限りＣが別の日にならないような形

にはしたいなというふうにして、今、工程のほうを組ん

でいるところです。 

あとＤですけれども、こちら高浜の交番前になってき

ます。ここも管のほうの、これも上部がちょっと割れて

おりまして、これにつきまして、今年度のカメラ調査で

見つかりました。これも工事のほうに入れたいなと思

っています。管の更新が必要かなということで当初調

査をしていましたが、ちょうどその上に信号がありまし

て、信号の基礎とパイプラインの位置が少しかぶって

いまして、このままじゃちょっと掘れないというちょっ

と不具合な部分がありましたので、竪穴を掘って中に

人入って、内貼をしたいなと考えています。 

その場合についてはＴＭＥＳさんと調整をしましたが、

朝ごみを吸って、昼間施工をして、また仮で止めとい

て次の日収集するみたいな、そんな形で行けますの

で、特段影響が出ませんと。ですので、Ｄの工事の影響

エリアは、何もこの図には載っておりません。 

  最終、高浜の部分ですけれども、高浜の管更新に

関しましては、昨日の段階で16日まで少し管自体はか

かるかなと思っていましたが、最終調整していまして、

月曜日に管は撤去できそうだと。火曜日に管を接続で

きそうだと。 

そこで密閉検査が完了すれば、次の日、水曜日には

収集ができそうだというふうにして今考えています。

ですので、臨時収集に関しましては、ちょっと未知数な

点もありますので、来週の月曜日と水曜日に関しては

臨時収集を予定していきます。問題がなければ、水曜

日で臨時収集はやめさせていただこうかなというふう

にして考えています。 

以上が今年度の予定になります。少し内容がややこし
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いので、僕ちょっとよう分からないという方はまた来

てください。何かございましたら。 

利用者の会 なかなか難しい表現で苦労されたと思うんですけど、

利用者の会でこれ説明するときにこれじゃあ分からな

いんで、僕のほうでちょっとこの表を作り直して、一遍

見ていただいてやりたいと。要は、どこでいつやるのや

と。で、いつ回復するのやということで、恐らく日が決

まっているものと検討中とかいろいろあると思います

ので、その辺ちょっとまとめて土台案を作ってチェック

してもらおうと思います。 

市 ありがとうございます。 

利用者の会 実際この１日、２日で管を、全部穴掘って管を変える

わけじゃない。 

市 そういうわけじゃなく掘削は当然前後であります。 

利用者の会 ああ、そうですね。 

市 掘削しているときは別に使えます。 

利用者の会 その辺の住民に対する周知というのはきちっとしと

かんと。 

市 もちろん、はい。 

利用者の会 それは今までどおりに。 

市 ホームページとメールの連絡と利用者の会の連絡

と、あと掲示板、パイプラインの掲示板に貼るのはさせ

てもらいます。ちょっと確かに分かりにくい情報で、個

別にまた連絡させてもらいます。 

利用者の会 これ、新浜のこの辺りというのは、もう前からずっと

何か。 

市 そうですね。この青というか紫というか、ここの部分

がもともと管の取替えだけを考えていたましたが、そ

の先のほうにまたちょっと穴がありまして、内貼工事も

平行してやるという形で、ここだけちょっとさっき言っ

たみたいに２日間でやるのはできない形になりますの

で、５日になります。 

市 ５日。 

市 ５日ほど工期としてはかかります、停止としては。ほ
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かのところは２日で、９時まで引っ張っといて空にさせ

といて工事をして、その間青ランプ、ある程度青ランプ

になったら入れられると。次の日の朝は入れられない

けども、昼とか２時とかに終わって、夕方からはまた引

けるので入れられるという形で、臨時収集しない形で

考えています。 

利用者の会 住民にとっては短いほうが助かる。 

市 そうですね。ただ、この新浜地区、新浜からこのメロ

ディーハイム、プレティナレジデンスにかかる地区は５

日ほどかかりますので、ここは臨時収集の対象という

形になります。 

司会 ほかに御意見ある方いらっしゃいますか。またワーキ

ング等でも工事については共有させていただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

なければ、押しているので、次の議題、その他になり

まして、次回の協議会につきましては令和７年４月を

予定しておりますので、また御出席のほうお願いいた

します。それでは、長時間になりましたが、本日もあり

がとうございました。 

市 ありがとうございました。 


